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●本3月号の特集と特設記事，そして次号4月号の関連記事の実験製作に使えるソフト
ウェア類は，本誌ホームページ（http://toragi.cqpub.co.jp/）の特設サイト「8ピンDIP 
ARMエントリ誕生」で公開しています． 〈編集部〉

ニアの開発作業の効率向上を目指して定めた共通ルー
ルがあります．その名もシーエムシス（CMSIS：Cor
tex Microcontroller Software Interface Standard）で
す．このルールに沿って用意されたライブラリを利用
すれば，さまざまなベンダのCortex－Mを搭載したマ
イコンに，統一的な方法でアクセスできます．
● 2012年，全Cortex－M対応のデバッガを自作でき
る標準ライブラリが誕生
　CMSISには元々，次の三つのライブラリがありま
した．
● CORE　 ● DSP　 ● RTOS
2012年にCMSIS－DAPが追加されました．これは，
ターゲットのDAP（Debug Access Port）への標準化
されたアクセス方法を提供するものです．つまり，ホ

　トラ技ARMライタは，搭載されているLPC11U35
マイコンに，USBとJTAG/SWDの間をインターフェ
ースするファームウェア（CMSIS－DAP，Cortex Mic
rocontroller Software Interface Standard Debug Acc
ess Port）を書き込むと，すべてのCortex－Mを搭載し
たARMマイコンに対応した「My ARMデバッガ」に
変身します．本章では，このMy ARMデバッガのし
くみを基礎から説明しましょう．

ナンテ素晴らしい！ 全Cortex－M
対応のデバッガを自作できる時代

● メーカの違いはもう気にしなくていい！ARM社が
定めた共通ルール CMSIS
　ARM社がCortex－Mプロセッサを利用するエンジ

名　称 ベンダ 特　徴

Segger J－Link Segger

ARM7/9/11，Cortex，ルネサスRXに対応したJTAGデバッガで，Segger社がオリジナルだ
と思われる．J－Link用のGDB Serverも提供される．
IAR他，各社にOEM提供している．AtmelのSAM－ICE（Atmel社製プロセッサ限定），アナ
ログ・デバイセズ社のmIDASLinkなどがある

IAR JLink IAR Segger J－LinkのOEM．IAR J－Linkの場合，Keil社のMDK－ARMで使用できない

Redlink CodeRed
LPCXpressoで使用される，ターゲットMCUと接続する仕組みのこと．Redlink Server，
Redlink firmware（デバッガ上で動くソフトウェア．USBとJTAGの接続機能を持つ），crt_
emu_cm_redlink（デバッグ・ドライバ）の三つを含む

LPC－Link
NXPセミコンダク
ターズ

LPCXpresso基板のJTAG/SWD部分のこと．LPCXpresso部分と切り離して単体で使うこと
も可能で，USB⇔JTAG/SWD機能だけを持つ限定的なものだった．サポート・デバイスは，
Cortex－M0，M3，ARM7/9など

LPC－Link2
LPC－Linkとは異なり，単体のJTAG/SWDデバッガとして発売されたもの．ファームウェア
を書き換えることでJ－Link，RedLink，CMSIS－DAPデバッガなどとしても使用することが
できる．他のデバッガとして使用できることで，サポートするIDE，MCUの範囲も広がった

ULINK KEIL
KEIL製のUSB－JTAG/SWDアダプタ．KEIL社がARM社に買収されたことによってARM
社純正のデバッガとなった．ULINK，ULINK2，ULINK－ME，ULINK Proの4種類があり，
KeilμVision統合開発環境との相性が良い

FT2232 FTDI

本来USB－UARTのインターフェース・チップだが，MPSEE機能を使用して安価なJTAGイ
ンターフェースとして使う方法が広まった．これをUSB－JTAGアダプタとして商品化した
ものに，Amontec社のJTAGKeyやARM－USB－TINYなどがある．対応しているソフトウ
ェアはオープン・ソースのOpenOCD．MDK－ARMやLPCXpressoでは使えない

ST－LINK STマイクロエレクトロニクス STM8とSTM32に対応したデバッグ・アダプタ．KEILやIARなどが対応している
Sygnam Systems 
JTAGjet Sygnam Systems ARM7，9，11，Cortex，MPCore，XScale，Sitara，Stellaris，DaVinci，OMAP，OMAP2，

OMAP3などに対応したETM対応のデバッガ．Sygnam Systemsは2011年にIARに買収された
JTAGjet－Trace 
for ARM IAR トレース・モジュール（ETM）が使え，Cortex－A/R/MとARM7，9，11に対応している

表1　USB－JTAGデバッガのいろいろ
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一人1台！ 全Cortex ARM
マイコン対応デバッガのしくみ

A？R？M？マルチ・コア？
メーカ？もう関係ない…

なんでも
来い！


	p134

